
注1）基準書中の『使用回数』……………………………………………一適用病虫害で、農薬の種類、名称、剤型毎の使用できる回数。

注2）基準書中の『本剤の使用回数』……………………………………適用病虫害に関わらず、農薬の種類、名称、剤型毎で使用できる回数。

注3）基準書中の『下記成分を含む農薬の総使用回数』…………………適用病虫害に関わらず、同一成分を含有する農薬の種類毎に使用できる回数。

倍 kg ・眼、皮膚に対し刺激性があるので注意すること。
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倍 L ・眼に対し刺激性があるので注意すること。

・高温多湿時には薬害としてクロロシス（黄化現象）

　を生じることがある。

オキソリニック酸 ・発生初期に時期を逸しないように散布すること。
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アゾキシ 

 ストロビン 2% 

メタラ 

 キシルM  1% 

オキソリニック酸        

     

10.0% 

ストレプト 

マイシン  

10.0% 

 


